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１ は じ め に

データモ デリ ングと は， 現実世 界の事象 を
一

定 のデータモ デルへと変 換する プロ セス であり，

とて も 抽象 的な 概念 で ある。 Ａｍｂｌｅｒ （２００４）

に よれ ば， 「データ そのも のの 構 造 が どのよ う

なも のである かを探る行為 であり， 大まか な概

念モ デルか ら物 理モデル に至るま で様々 な場 面

で用 いられる」 ものと定義さ れてい るが， これ

だ けでその本 質を知るこ とは実際 には難 しい。

ここ で言う 「デ ータ その もの の構 造」 （原 文 で

は ｄａｔａ－ｏｒｉｅｎｔｅｄ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ） は，
採ｉ用 す る デ

ータモ デルによっ て多様で あり， そ の意味 を理

解する ために はデータモ デルに関する 知識 が不

可欠 である。 また 「概念モ デルから物 理モ デル

に 至 る ま で」 と あ る が， こ の 間 に 「論 理 モ デ

ル」 が存在する ことも忘れて はい けない。 しか

も， こ の 「概念モ デル」 「論理モ デル」 「物理モ

デル」 のそれぞ れ３つのモ デルに対 し， さら に

複数 の モデル が提 唱されている。 この ように デ

ータモ デルという 概念自体 が輻藤的 な構造を し

て いる ことも， 理解を困難 にしている 原因と な

っ て い る の で あ る。

また 本来なら ば 「モデル」 は， 複雑 な現実世

界 を高度 に抽象化・ 簡素化・ 単純化す ること に

よ って 理解を助 ける ものである が， こと会計 デ

ー タモ デルに関 して は必ず しも当て はまらな い。

会 計 デー タモデ ルは， 簿記固有 のデー タモ デル

（１０２９）

と も言うべき 「仕訳」 や 「Ｔ 勘定」 な どに比 し

て格 段に複雑 で理解 しづらい ものだか らだ。 経

済活 動の中 から会計事 象を識別 し， 仕 訳をお こ

ない， 勘定科 目 ごとに 集計 し， 財務諸 表の形 式

にま とめる， という
一 連の プロ セスを 情報 シス

テム 上で実行 するため には， 個々 の勘定 科目 を

一定 の方法に従 って関 連づけ をおこなう 必要 が

ある。 この勘定 科目間の 関連 づけ情報 を どのよ

うに 記述する かという 問題を扱う のが会 計デー

タ モ デ ル 論 で あ り， Ｓｏｒｔｅｒ （１９６９） の 提 唱 し た

事象ア プローチ を端緒 として， １９７０年代 から８０

年代 にかけて展 開された。 会計 事象を情 報シス

テム上 で自動処 理させるた めに は， 我々 人間の

頭のな かにある 形式化さ れてい ない知識 を書き

下さな けれ ばならない。 この形 式化さ れた会計

の知識 を記述する ための 器こそ が， 会計 データ

モデ ルの 本質 である。

会計 データモ デル論の歴 史を ひもと けばす ぐ

に理解さ れるこ とである が， 勘定 科目間 の関係

を記述す ること はそれほ ど単純 な作業で はない。

器はそ こに入るも のを選 ぶように， どの ような

情報を 記述できる か どう かは， デー タモ デルに

依存する。 そ れゆえ会計 データモ デル論 の展開

は，
会計 事象をより 忠実 に記述 でき る データモ

デルの 追求の歴史 であり， データ ベース 理論に

おいてパラ ダイ ム 変換が起き るた びに， 新たな

会計データ モデル が提唱さ れる という こ とが繰

り 返 さ れ て き た の で あ る。 し か し な が ら

ＭｃＣａｒｔｈｙ （１９８２） が ＲＥＡ 会 計モ デ ルを 提 唱
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してか らは， 細々 と進 化は続い ている もの， 会

計データ モデル は大き な展開を見 せてい ない。

そ の理 由はなぜだ ろうか。
一方， 電 子開示 における 財務報 告データ のフ

ォ ー マ ッ ト の 標 準 と し て ＸＢＲＬ （εｘｔｅｎｓｉｂｌｅ

ｂｕｓｉｎｅｓｓ ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ ｌａｎｇｕａｇｅ
） と い う も の が

登 場 し， ア メ リ カ ＳＥＣ の ＥＤＧＡ Ｒ（ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ

ｄａｔａ ｇａｔｈｅｒｉｎｇ， ａｎａ
ｌｙｓｉｓ，

ａｎｄ ｒｅｔｒｉｅｖａｌ） シ ス

テ ム や わ が 国 の ＥＤＩＮＥＴ （ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ ｄｉｓｃｌｏ．

ｓｕｒｅｆｏｒｉｎｖｅｓｔｏｒｓ’ ｎｅｔｗｏｒｋ） な ど 公 的 な 電 子

開示 シス テムに おいて採用 が表 明されて おり，

近年 注目 を集 めて いる。 ＸＢＲＬ は， Ｗｅｂ ペー

ジを記 述するの に用 い られる ＨＴＭＬ と非 常に

似 た 「マ ークアッ プ言語」 と呼 ばれるタイ プの

コ ン ピュ ータ言語 であり，
基本的 には財務 諸表

上の勘定科目を示すタグを用いて財務数値を挟

み 込 ん で 記述 す る。 ＸＢＲＬ で は， こ の タ グ を

定 義 す る の に タ ク ソ ノ ミ （ｔａｘｏｎｏｍｙ） と 呼 ば

れる もの が用 意さ れる が， このタク ソノミ には

：勘定 科目間の さま ざまな関係 が書き 込ま れて い

る の で あ る。 こ の タ ク ソ ノ ミ の 構 造 は， こ れ ま

で提 唱されてき た会計 データモ デル とは大きく

異な っている。 そ して， その構
造を 理解する た

め に 鍵 と な る の が， オ ン
ト ロ ジ ー （ｏｎｔｏｌｏｇｙ）

という 新たな データベー ス・パ ラダイ ムである。

ＸＢＲＬ の 財務 報 告 デー タ は， 従 来 と は 大 きく

異 なる データモ デリ ングがなさ れている と捉 え

る こ と が で き る の だ。

っまり 会計 データモ デルの問 題は， 従来のよ

う に事 象を どのよ うに記 録する かというイ ンプ

ッ トデー タの記 述を中心 とする ものか ら， 財務

諸 表を どのよう に記述する かと いうアウ ト プッ

トデータ の記述 へと， そ の
重心 を変化さ せ， そ

の モデリ ング手 法もオ ントロジー と呼 ばれる新

た なデータ ベース ・パラ ダイ ムの 登場 により大

き な変容を 遂 げよ うと して いる。 本稿 では， こ

の ような 変化が起 きている こと を明らか にする

た め，
ま ず従来の 会計データ モ デル論の 展開を

概 観し， とりわ け ＲＥＡ 会計 モ デル を見 ながら，

どのよう な課題 が存在する のかに ついて 検討を
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行う。
そ の 上 で， ＸＢＲＬ に お い て用 い ら れ た

タク ソノミの 開発 モデル を紹介 しなが ら， その

モ デリ ングの概要 をっか むこと にする。 そ して

この ＸＢＲＬ にお ける 財務 報告 データ のモ デ リ

ン グ手法 は， ＲＥＡ 会 計モ デ ルに おい て は実 現

できなかった課題 すなわち多面的な関係の記

述という 課題を克服 している ことを 明らかに し，

なぜイ ンプットデータ からア ウト プッ トデータ

へと重心 がシフト して いった ことの必 然性と，

オ ントロ ジー によって 何が どの ように 克服さ れ

る のかについて 検討する こと にしたい。

ＩＩ 従来の 会計データ モデル論 の課題

会 計データモ デルに 関する議 論は， 歴 史的に

は データ ベース・ パラ ダイ ムの 変化に伴っ て展

開 さ れ て き た。 つ ま り 階 層 モ デ ル， ネ ッ ト ワ ー

クモ デル， 関係モ
デル といったよう に デー タベ

ースの教 科書にお いて解 説がなさ れている 各モ

デルにそ れぞれ綺麗 に対応 するよう に， 会 計デ

ー タ モ デ ル も 存 在 し て い る （ＭｃＣａｒｔｈｙ，

１９８２）。 以 下， それ ぞ れの モ
デル につ い て会 計

的な視点 から どのよう な 問題点 があり， そ れ
が

どのよう に克服さ れて きた かを見る ことに しよ

う
。

１ 階層モ デル・ネ ットワ ークモ デル・関係 モ

デリレ

会計情報 を どのよう に記 録する かという 問題

を
， 今日 で言う 「データモ デル」 という切 り口

か ら 議 論 し た の は， お そ ら く Ｃｏｌａｎｔｏｎｉ ６’ 磁

（１９７１） が 最 初 で あ ろ う。 そ の
後
， Ｌｉｅｂｅｒｍａｎ

＆ Ｗｈｉｎｓｔｏｎ （１９７５） や Ｈａｓｅｍａｎ ＆ Ｗｈｉｎ．

ｓｔｏｎ （１９７７） が そ れ に 続 い た。 階 層 モ デ ル は，

データベース に格納 する対 象と なる 事物 （会計

データモデルの場合は勘定科目がその対象とな

る） を
，
一定の 階層 構造の 中に位 置づ ける もの

である。 周 知のとお り，
勘 定科 目には一一定 の階

層性が存在 し， た とえ ば勘 定科 目を４桁の 数字

で 階 層 化 し た ＪＩＳ の 勘 定 科 目 コ ー ド
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（ＪＩＳＸＯ４０６） な どは， その具体例 として 挙 げる

こ と が で き る。

階層モデルは理解しやすく扱いも簡単である

が， 単純な構 造体しか記 述でき ない。 ＪＩＳ の 勘

定科目コードでも， 勘定科目間の関係の一部し

か 記述でき ない。
たと えば 「貸倒引当 金」 と い

う勘 定科目 を考えてみよう。 この勘定 科目の 階

層 は どこに位 置づけた らよ いのだろう か。 財 務

諸表 上で は，
流動資産の 中の最後の項 目と して

一 括計上さ れる場合もある し， 売
掛金
，
未収 収

益 な どの各項 目の更に下 に個別 に計上さ れる 場

合 もある。 それぞれを 区別 するために， 便宜 上，

「貸倒引当金 （売掛金）」 と 「貸倒引当金 （未収

収 益）」 とい うよう に 記述 する と仮 定 し， そ の

階層構造 を親子関係 として 捉え考察 するこ とに

し よ う。

まず 「貸倒引当金 （売掛金）」 の親となる勘

定 科目 は何だろうか。 すぐに思いつく の は 「売

掛金」 であろう。 しかしながら
一 括計上さ れる

場合の無印の 「貸倒引当金」 との関係はどうで

あろうか。 やはりこち らも親のよう に思 えて く

る はず だ。 要する に２つの親子 関係を識別 する

こと ができて しまう のである。

残念 ながら階層モ デルでは， １ つの
勘定 科目

について の親子関係 は１つに限定 されて しまう

ため， このよう な貸倒引当金の ような ごく 単純

な例 ですら， う まく 扱えないの である。 階層構

造をツリ ー状に 描いた場合，
根本から枝 葉へ は

交叉す ること なく 綺麗に枝分 かれてい なけれ ば

なら ない。 この ような厳密 な階層構造 に落と し

込め ない事物 を記録するた めには， 階層モ
デ ル

は非力 であり， 別の手段 （
た とえ ばプログラム

上の 工夫で別 途関連づ けをおこなう） によって

補わ なけ ればならない。

上記のような１つの勘定科目に複数の親子関

係が存在するような構造を持つ情報を扱えるよ

う に し た も の が， ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル で あ る。

ネ ットワーク モデル を会計データモ デル として

採 用 し た も の は， Ｈａｓｅｍａｎ ＆ Ｗ ｈｉｎｓｔｏｎ

（１９７７） を挙 げることができる。

（ヱ０３ヱ）

ネ ットワーク モデル は， ２ つの項 目間を親 子

演算子で結びつけることにより階層構造を記述

する が， この 親子関係 が複 数存在する こと を許

す モ デ ル と．な っ て い る。 し た が っ て 階 層 構 造 が

綺麗 に枝分か れするの と違 い， 階層構 造 のツリ

ーを描くと一部交叉する部分が生じる場合があ

る。 複雑に親 子関係が 絡み 合うと， ツ リー状 と

いう よりも網状 に項目 間の関 係が描か れるこ と

か ら， ネッ トワ ークモ デル と呼ばれる のである。

前述 の 「貸倒引 当金」 の例 を使って説 明する と，

「売掛金」 と 「貸倒引当金 （売掛金）」 との親子

関係 を定義 し， 更に 「貸 倒引 当
金」 と 「貸倒引

当金 （売掛金）」 との親子関係を定義すること

が で き る こ と に な る。

ネ ッ トワー クモ デ ル は， 「演 算子」 を 使って

記述 すると いう ことか らも 理解できる よう に，

プロ グラム上 で親子関 係を 記述 して いくという

ア プローチ をとってい る。
階層モ デルもまた プ

ロ グラム上 でデータの 階層構 造を記 述して いた

が， 基本的 に親子関係 の記 述に自 由度が増 した

だ けで， デー タの構造 が
プロ グラム に依存 する

という問題 があった。 この 問題
を解 決 し， より

複 雑な情報 を記述 でき るよ う にした の が Ｃｏｄｄ

（１９７０） の 提 唱 し た 関 係 モ デ ル （ｒｅｌａｔｉｏｎａｌ

ｍｏｄｅｌ） で あ る。

関係モ デルを初めて 会計 データ モデル に応用

し た の は， Ｅｖｅｒｅｓｔ ＆ Ｗｅｂｅｒ （１９７７） で あ る。

関係モ デルは， 一般 に縦横 に分割さ れた 「表」

の形式 で表現さ れる。 表 の名前 が対象 となる事

物を指 し示し，
表 の縦方 向のカ ラムは， 対象と

なる事物 の属性 を示して いる。 また表 の横方向

の行に は， 対象の もつ複 数の属 性そ れぞれにつ

いての 具体的な値 が記 録されて いく。 この関係

モデル は， 集合 理論を もとに 数学的に 厳密な定

義が なさ れてお り，
正 規化理 論に基 づいてファ

イ ル を分割する ことに よって 更新時の 異常 を排

除する ための 理論的 な枠組 みが完備 している 洗

練さ れたモ デルである。 この 理論が 提唱さ れて

既 に４０年近く 経とう として いるが， 今日にお い

ても 広く データベース 管理 システム のデファ ク
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トスタ ンダー ドと して様々 な シス テム 上で稼働

して いる。 デー タモ デルと
して 考えて みた場 合，

関係モ デルは ほぼ理想 的な特性 を備えて いる。

とりわ けデータ がプロ グラムに依 存 しないとい

う点は， 特筆す べき点で あろう。

とはい えまった く問題点 がな いという わけで

はない。 た とえ ば正規化 という手 続は 更新時の

異常を排 除するた めに どのよ うに 表を分割 した

らよいか というこ とは示す ことは できて も， ど

のように データベ ースを設計 した らよい かとい

う 問題の 一面的な部 分しか扱 って いない。 つま

り 関係モ デル （およ び関連す る諸 理論） 自体は，

データベァス の設計 指針を十 分に は与えてく れ

な い と い う こ と で あ る。

２ 実体関連モデルとＲＥＡ会計モデルの展開

こ の 問 題 に 大 き な 進 展 を も た ら し た の が

Ｃｈｅｎ （１９７６） の 実体 関 連モ デ ル で ある。 こ の

実 体関連モ デルと関係 モデル を組み 合わせて シ

ステ ムを開 発する という手法 は， 実 体関連 モデ

ル が提唱さ れて３０年 が経った 今日に おいて も連

綿 と引き継 がれており， オ ブジェク ト指向モ デ

ルや ＵＭＬ な どの新た なデータ モ デルや手 法が

提 唱されて いるもの の， その標 準的 な地位 を失

っ て い な い。

実体関連モ デルを用 いて， 普遍的 な会計 デー

タ モ デ ル と し て 提 唱 さ れ た の が ＭｃＣａｒｔｈｙ

（１９８２） の ＲＥ Ａ 会 計 モ デ ル （ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ－

ｅｖｅｎｔｓ－ａｇｅｎｔｓ ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ ｍ ｏｄｅｌ） で あ る 。

こ れは会計 事象をとり．まく様々 な状 況に対 して

経 済 資 源 （ｅｃｏｎｏｍｉｃ ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ）， 経 済 事 象

（ｅｃｏｎｏｍｉｃ ｅｖｅｎｔｓ）， 経 済 主 体 （ｅｃｏｎｏｍｉｃ

ａｇｅｎｔｓ） の ３つ の 実 体 を 識 別 し， そ れ ら 実 体

を ス ト ッ ク ・ フ ロ ー，
二 元 性， コ ン ト ロ ー ル 等

の 関係によっ て結 びつ けて表 現さ れた図 形モデ

ル で あ る（１）。

ＲＥＡ 会 計モ デルに つ いて は， こ れま で多 く

の 文献で取 り上 げられてきた。 また そ れを改良

しよ うと して様々 な方法が提 唱さ れてきた。 た

と え ば Ｈｏｌｌａｎｄｅｒ ｅｔ ａ１． （１９９９） は， ＲＥＡ 会

１２０

計モデル で識別さ れた３っの 実体に加 え， ロケ

ー シ ョ ン （１０ｃａｔｉｏｎ） と い う ４ つ の 実 体 に 拡 張

した ＲＥＡＬ 会計 モ デ ル を提 唱 し て いる（２）。 し

か しな がら一 般に， ＲＥＡ 会計 モ デルに 対す る

批判 ない しは拡張の多く は， その問題の本 質を

つ いていな いこ とが多 い。 あ る意 味 ＲＥＡ 会 計

モ デルのフ レー ムワーク は堅牢 であり， 「実体」

を 追加したり 「関連」 を別の ものに置き換 えた

り ということ では基本 的解決さ れないから だ。

なぜ ＲＥＡ 会計モ デルは 堅牢 なフ レームワ ー

ク を 持 っ て い る の だ ろ う か。 そ れ は ＭｃＣａｒｔｈｙ

が ＲＥＡ 会計 モデル を導出 する 過程 を知って い

れ ば理解できる ことだ。 彼は
ま ず実体関連モ デ

ル を用 いて様々 な場面 において 会計事象 をモ デ

リ ングした。 この時点 では多様 な実体と関連 が

識別さ れており， 実体 関連図の 全体的な形 も多

様 で あ っ た。 こ れ を 汎 化 （ｇｅｎｅｒａｌｉｚａｔｉｏｎ）
と

いう抽象化技法を用いて各事象に共通の実体と

関 連 を絞 り 込 ん でい く， さ ら にそ こ から 特 化

（ｓｐｅｃｉａｌｉｚａｔｉｏｎ） と い う 手 法 を 用 い て， そ
こ か

ら派 生的に最初 に識別さ れた 諸実体およ び諸関

連を 導いてみる，
と いう こ とを繰り返す ことで

検証 をおこなっ ている。 この ように して 絞り込

ま れた 会計事 象に本 質的な実 体およ び関連を示

した もの こそ が， ＲＥＡ 会 計モ デル なの で ある。

した がって ＲＥＡ 会 計モ デル に対 して，
な んら

かの 批判や拡 張を施 そうとす るなら ば， これら

の検 証 プロセス をパス しな ければな らないはず

で あるが， 多く の文 献で はそれらに触 れていな

い
ｏ

３ ＲＥＡ 会計モデルの新たな展開

一方 で， ＲＥＡ 会計 モ デル に対 して や はり問

題 点が指摘さ れて いるの も事実で ある。 しか し

な がら実 体を追加 したり， あるい は
実体間の関

係 を他のも のに置き 換 えた りする のではなく，

どのよう にしてそ の問題 点を解決 したらよい の

かという こと は， 久 しく 解決さ れることなく 時

が経過 していった ので ある。

ＲＥＡ 会計モ デ ルに 対する 有 意義 かつ 的を 射

企 業 会 計 ２σ０７ Ｖｏｌ．５９ Ｎｏ．７ （１０３２）

膿



〔図 １〕 ＸＢＲＬ の 開 発 モ デ ル

Ｐｒｅｓｅｎｔａｉｏｎ（表 示 順 序）

Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ（集 計 方 法）

Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ（階 層 構 造）

Ｆａｃｔ

（財務的事実）

企業識別情報

会計期間

単位

Ｃｏｎｃｅｐｔ

（財務概念）

識別名

データ型

名前空間

Ｌａｂｅ１

（表示名称）

言語の種類

勘定科目名

Ｒｅｆｅｅｎｃｅ

（参照情報）

会社規準名

条文番号等

イ ン ス タ ン ス 文 書 タ ク ソ ノ ミ

（出 所） 坂 上 ・ 白 田 編 （２００３） の 第 ５ 章 の 図 ４ を 基 に 一 部 を 変 更 した。

た批判 というの は， おそ らく
２つの 議論 に集約

でき る。 １ つ は， ＲＥＡ
会 計モ デ ル が示 した 実

体間 の関連につ いて， 単 純とも思 えるよう な事

象に ついても， 実は複雑 な側面 があり
多様 な関

連 を持つ ため， ＲＥＡ
会 計モ デ ルの 枠組 み だ け

で はそれ らの 関連を記 述しき れないという もの

で ある。
多様 な関連 を記述するた めの枠 組み と

して 現 在 定 着 し つ つ あ る の が オ ン ト ロ ジ ー

（ｏｎｔｏｌｏｇｙ） と い う 考 え 方 で あ る。
ま た も う １

つ は， ＲＥＡ 会 計モ デルで 記
録 さ れた デー タ は，

基本的 に事後的 な利用を あまり想定 してい ない

という もの である。
これ は ＲＥＡ 会 計モ デ ルの

問題 というより も従来の データモ デル， とりわ

け関係 モデ ルが持つ課題 でもあっ た。 記 録さ１れ

た データを 自由に加工 し集約する ための 枠組み

と して注目 を浴びたの がオ ブジェク ト指 向モ デ

（ヱ０３３）

ル （ｏｂｊｅｃｔ－ｏｒｉｅｎｔｅｄ ｍｏｄｅ１） で あ り， ま た

ＯＬＡＰ （ｏｎ－ｌｉｎｅ ａｎａｌｙｔｉｃａｌ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ） 技 術

に お い て 用 い ら れ る 多 次 元 モ デ ル （ｍｕｌｔｉ－

ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ ｍｏｄｅｌ） で あ っ た。 今 日 に お い

て は， ＲＥＡ 会計 モ
デル の拡 張 と して， こ れ ら

の 技術の応用 が展開さ れて いる（３）。

ＩＩＩ ＸＢＲＬ の開 発モ デル

ＸＢＲＬ は， 財 務 報 告 用 に 開 発 さ れ た ＸＭＬ

ベース のコン ピュータ言 語で ある。 その言 語仕

様 は， ある開発 モ
デル に基づい ている 〔図１〕。

ＸＢＲＬ で は純 粋 に財 務諸 表 を どの よ う に記 述

すべ きか，
と いう観点 からモ デリン グがなされ

てお り， こ れまでの会 計情 報システム領 域でな

さ れてきた ＲＥＡ 会 計モ デル を中心 とする 膨大

企 業 会 計 ２００７ Ｖｏ１．５９ Ｎｏ．７
１２１



〔図 ２〕 ＸＢＲＬ タ ク ソ ノ ミ の 構 造

定義リンクベース

勘定科目間の階層構造

タ ク ソ ノ ミ ・ ス キ ー マ

（勘定科目の識別情報）

表示リンクベース

勘定科目の表示順序

計算リンクベース

勘定科目の集計方法

名称リンクベース

勘定科目の表示ラベル

参 照 リ ン ク ベ ー ス

関 連 す る 会 計 基 準 ・
．
規 則

な研究 蓄積と は基本 的に関係 なく開 発されて い

る
。

ＸＢＲＬ の 開 発モ デル を 見 て 分か る こ と は，

勘定 科目に ついて のみを 取り上 げ， その 関連を

識 別 して いる 点 で ある。 ＲＥＡ
会計 モ デル が，

最終的に勘定科目の集合である財務諸表を導く

た めの基 礎データ と して 経済資 源・経 済事象・

経済主 体を識別 し， その関 連を記
述 していた が，

最終 的なアウ ト プッ トで ある財務諸 表に記 載さ

れる 勘定科 目が どのよう な関連 によって 結びつ

けられてい るか という問 題につ いてはま ったく

言 及 さ れ て い な い。 ＸＢＲＬ が ＲＥＡ
会 計 モ デ

ルと基本 的に関 係なく 開発さ れている のは， ひ

とえに ＲＥＡ 会計モ デル がもっ ぱ らイ ンプッ ト

データ に対す るモ デリン グの問題 を扱って いた

か らに 他 なら な い。
逆 に ＸＢＲＬ は もっ ぱ らア

ウ トプッ トデータ である 財務諸 表の項 目である

勘 定科目 について のみモ デリ ングをお こなって

い る の で あ る（４）。

ＸＢＲＬ の 開 発 は， 様々 な
企 業 の 財 務 諸 表 の

分析から始まった。 財務諸表には単に財務デー

タだ けでなく， 実 に多
様 な情報 が組み 込まれて

いる。 企 業に関す る
情報， 貸借 対照表 日や

会計

１２２ ． 企 業 会 計 ２００７ Ｖｏ１．５９ Ｎｏ．７

期 間， 単 位， 注釈 情報
な どである。 これ

らめ情

報が関 連づ けられては じめて財務 データは意 味

を 持 つ こ と に な る。 し か し な
が ら， こ れ ら の 情

報に比べ圧倒的に複雑なのは勘定科目どうしの

関 連 であ っ た。 ＸＢＲＬ の
最 初 のバ ー ジョ ンで

ある仕 様１．０で は，
勘 定科 目 を表 すタ グの 中に

複数の属 性を書 き込むこ とで対応 して いた。． こ

れは関係 モ デルで表現 するこ とが可能である。

しか しなが ら， このア
イ デア はすぐに破綻す る

こ とになっ た。
複雑 な財務 諸表データ を表現し

き れ なか っ たの で ある。 そこ
で ＸＢＲＬ の 次期

バ ー ジョ ンの仕 様２．０で は
前 述の 開発 モ デル を

も と に， 当 時 最 先 端 の
技 術 で あ っ た ＸＭＬ

Ｓｃｈｅｍａ と ＸＬｉｎｋを 大胆 に 取り 入れ
開発 さ れ

たの である。 その
後 改訂が なさ れ現在で は仕様

２．１と な り 今 日 に
至 っ て い る。

開発モ デル を見てみる と分かる が， 勘定科 目

を 表 す 「概 念」 （ｃｏｎｃｅｐｔ） を 中 心 に， そ の
概

念を 関連 づける情報 として５つ 矢印が概念 から

延 びて いる。 そのう ちの
３つ の矢印 は再 帰的に

「概 念」 自 身を 参照 し， 他 の２ つ の
矢 印は 外部

の リソ ース を参照する という形 で表現されて い

る。 これ
を 具体 化 した もの が ＸＢＲＬ のタ ク ソ

（ヱ０３４）



ー

１

ノ ミ （ｔａｘｏｎｏｍｙ） で あ る 〔図 ２〕。

タク ソノミは， 技術
的に は 「概念」 を表現 す

る た め に ＸＭＬ Ｓｃｈｅｍａ を用 い て 記
述 さ れ た

「 タ ク ソ ノ ミ ・ ス キ ー マ 」 （ｔａｘｏｎｏ ｍ ｙ

ｓｃｈｅｍａ） と， ＸＬｉｎｋ
に よ っ て 関 連 づ け ら れ・

リ ンク 情 報 が 集 ま っ た リ ン ク
ベ ー ス （１ｉｎｋ－

ｂａｓｅ） に よ っ て 構 成 さ れ て
い る。 仕

様１・０の タ

ク ソノミ は， 関
係モ デルのよう に２次 元の表形

式で簡 単 に記 述でき た が，
仕 様２．０の タク

ソノ

ミ で は， １ つ の
タ ク ソ ノ ミ ・ ス キ ー マ と ５ つ の

リ ンクベース から構成さ れてい ること
から分か

るよう に，
１つの勘 定科目 を表現する のに６つ

の表 が立体的 に関連づけ られたよう な３次
元の

構 造を持つ データモデ ルと して表 現さ れ
て いる

の で あ る。

こ のように１つの 概念 を様々 な側 面から
書き

下 して仕様の 形にまと めるという 作業 は，
実は

オ ントロ ジー構築その もの であると言 える。
オ

ン ト ロ ジ ー の 創 始 者 の 一 人 で あ る Ｇｒｕｂｅｒ

（１９９３） に よ れ，ば， 「オ ン
ト『ロ ジ ー と は 概 念 化 の

明 細である」 という のが手 短な答え であるとい

う。 しか
しな がらこれだ けではオ ントロジー の

本質 を理解す ること はとうてい できない。
溝口

（２００５） もまた オ ントロ ジ ーの 厳密
な 定義 は難

しい としながらも， 以
下の ような定 義を示 して

い る
。

人間が対象世界を どのように見ているかとい
う

根元的な問題意識 をもって物事をその
成り立ち

か ら 解 き あ か し， そ れ を コ
ン ピ ュ ー タ と 人 間 が

理解を共有できるように書き記したもの （ｐ．３）

ＸＢＲＬ で は，
勘定 科 目 間 の関 係 を どの よ う

に見ている かという と，
ま ずは概念 的な階層構

造が どう なってい るか，
表示順序 はどうなって

い るか， 集
計 方法は どう なって いるか， 言 語

別

の表示名称 は どうな っている か， 関 連する
会計

基準・ 規則等 はどのよう になって いるか，
とい

う 観点か らオ ントロ ジーを：構築 している
と見な

せ る の で あ る（５）。

な ぜ財務報告 というア ウト
プッ トデータ につ

（ヱ０３５）
企業会計

いて， このよう な
複 雑なモ デリ ングが必要 にな

る のかという と，
それ は財務報 告データ を使っ

て 人間 が行って いる判 断が 複雑である というこ

との裏 返しだ から である。 オン
トロ ジーの定 義

をも う一度見 直 して みて 欲しい。 財務報告 デー

タ に対 して 人間 がおこ なって いるさま
ざまな判

断を，
「コ ン ピュー タ と人 間 が理解 を共 有 でき

る」 た め に事 細 か に 書 き 記 した も の が ＸＢＲＬ

のタ クソノ ミに ほかな らないか らである。

当然 な がら ＸＢＲＬ の タク ソ ノミ に対 しては

次のよう な疑 問が呈さ れる であろう。 我
々 は貸

借平均の原理に従って財務数値の妥当性を検証

して いる は ず で あ る が， ＸＢＲ
Ｌ の タク ソノ ミ

の中に はそのよう な 記述 （オ ントロ ジー） が存

在 しないで はない か，
と。 確か に

現時点の 仕様

２．１に
基 づ く タ ク ソ ノ ミ は オ ン ト ロ ジ ー と し て

見 た 場 合 完 壁 で は な い。
人 間 は で き る の に

ＸＢＲＬ のタ ク ソ ノ ミで は 実現 さ れて い
な い も

の を挙 げればキリ はな いが， 前
述の貸借 平均に

基づく妥当性の検証だけでなく， 新しい会計
基

準が公表された場合に古い会計基準からの読み

替 えのよう な作 業は， た
とえ ば２００６年５月 １日

より施行された会社法により財務諸表の区分が

大幅 に変更 になり 大きな 問題となって いる が・

現 時点で は実現さ れて いない。 しかしな がら，

財務数値 の妥当 性の検 証につ いては 「フォーミ

ュラ」 （ｆｏｒｍｕｌａｓ） と
呼 ば れる仕様 が 追加さ れ

る 予定とな ってお り， 会 計基準 の
改訂に 伴う 読

み 替 え に つ い て は 「バ ー ジ ョ ニ ン グ」 （ｖｅｒ－

ｓｉｏｎｉｎｇ）と 呼ばれる 仕様
が追加さ れる予定 とな

っ て い る（６）。

どのよう な情 報をタ クソノ ミに追加 するべき

か という議論 について は， いわゆる
上位オ ント

『ロ ジ ー （ｕｐｐｅｒ ｏｎｔｏｌｏｇｙ） の
概 念 が 役 に 立 っ

かも知 れ ない。
上 位オ ン トロ ジー と は，

「あり

得る すべて の対象 を高い抽 象レベ ルで
説明する

の に泌要十 分で あるこ とをめ ざしたカテ
ゴリ ー

の 体 系」 （＝溝 口， ２００
５
， Ｐ．
１６） で あ り・ Ｓｏｗａ

（１９９７） や Ｇｕａｒｉｎｏ （１９９７， １９９
８） ら が そ の 標

準化に向 けた作 業を進 めている。 上位オ ン
トロ

２００７ Ｖｏ１．
５９ Ｎｏ．７

１２３
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ジ ーと して 記 述す べきカ テ ゴリ ー が ＸＢＲＬ の

タク ソノミ に存在 して いるか否 かを検 討するこ

と によ り， より ＸＢＲＬの タク ソ ノ ミの 体系 が

「人 間 との理 解の 共有」 が進 むこ と にな るだ ろ

う。 そ の成果 は結果と して，
財務 報告データ に

対して 人間が行 えるような様々 な判 断のか なり

の部分 をコン ピュ㌣タが代替 するこ とを促進 し，

必 要な データ収集 はコン ピュ ータに まかせ， 人

間はより高度な分析に専念できるような状況を

もた らす ことになる であろう。

ＩＶ ま と め

本 稿 で は， ＸＢＲＬ に お ける 財 務 報 告 デー タ

のモ デリ ングについて， これまで に
議論さ れて

きた会 計データ モデルの展 開を見 ながら， その

位置 づけにつ いて検討をおこ なった。 まず従 来

の会 計 デー タ モ デル 論の 一 つ の到 達点 で ある

ＲＥＡ 会 計 モ デ ル を 取り 上 げ， ＲＥＡ 会 計 モ デ

ルがもつ 課題につ いて２っの 問題を識 別 した。

そ れは実 体間の関 連について多 面的に 把握 でき

な い点と， 会計 データ が蓄積さ れた後 の利用 面

につ いて十 分な考慮 がなされて いない 点であり，

そ れぞれ の問題につ いて は，
オ ントロ ジーの考

え 方を導入 したり， オ ブジェク ト指向モ デルや

ＯＬＡＰ にお け る多 次元 モ デ ルな どを 導 入 した

りする こと によって克服 しよう とする試 みがな

さ れ て き た。

ＸＢＲＬ は， 財 務報 告 デー タ の ２ 次 的 な利 用

を促進 するこ とを目的と して開発さ れて いる。

ＸＢＲＬ のモ デリ ン グ手 法 は， 伝 統 的 な実 体 関

連モ デルな どに似 ているも のの， そ の発展 系で

あ る Ｕ Ｍ Ｌ （ｕｎｉｆｉｅｄ ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｌａｎｇｕａｇｅ） と

も異なる 独自の 手法を用いて いる。 またそ のモ

デリン グ手法を実 現するため に ＸＭＬ Ｓｃｈｅｍａ

や ＸＬｉｎｋ といっ た 最新 の 文ＭＬ 技術 を駆 使 し

て ＸＢＲＬ の タク ソノ ミ が開 発さ れ てい る。 な

ぜこのよう な複雑 な構造をもつ こと になった か

と言え ば， 一一言 で言えば財務 諸表の項 目で ある

勘 定科目 について のオ ントロ ジーを構 築 しよ う

１２４

と し た か ら に ほ か な ら な い。
オ ン ト ロ ジ ー は，

一一つ の 事 物 に対 して，
お よそ 人 間 が考 え 得 る

様々 な側 面を記述 したものだか らだ。

この こ とはま た ＸＢＲＬ の タク ソノ ミ の今 後

の展 開につ いて， オ ントロジー工 学からの 示唆

が 得られる ことを意味 している。 つ まり
上位オ

ン トロジー のカ テ ゴリー をベンチマーク と して

ＸＢＲＬ の タク ソノ ミ の拡 張の 妥 当性 を 検 証 す

るこ とが可能 となるご とである。 こ れは今後の

ＸＢＲＬ タク ソ ノミ の仕 様 を拡 張 して いく にあ

ったて 大きな指 針を与｝える ものと して注 目に値

するこ とであろう。 今後の 研究の推移に期 待 し

た い
。

（注）

（１） 実 際 の ＲＥＡ 会 計 モ デ ル で は， こ の 他 に 経 済

単 位 （ｅｃｏｎｏｍｉｃ ｕｎｉｔｓ） と い う 実 体 と 責 任

（ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ） と い う 関 係 も 識 別 さ れ て い る

が， あ く ま で も 資 源 ・ 事 象 ・ 主 体 の ３ つ の 実 体

を 中 心 に 据 え て い る。

（２） ＲＥＡＬ 会 計 モ デ ル の 意 義 つ い て は， た と え ば

Ｃａｌｌａｇｈａｎ ｅｔ ａｌ．
（２００２） や 上 東 （２００３） な ど を

参 照 さ れ た い。

（３） オ ン ト ロ ジ ー を 会 計 情 報 シ ス テ ム 論 の 領 域 に

応 用 し た 萌 芽 的 な 研 究 と し て は Ｗａｎｄ ＆ Ｗｅｂｅｒ

（１９８８） を 挙 げる こ と が で き る。 こ の オ ン ト ロ ジ

ー と いう 方 法 論 を ま と め た も の と し て は Ｗｅｂｅｒ

（１９９７） が 優 れ て い る。 ＲＥＡ 会 計 モ デ ル を オ ン

ト ロ ジー の 観 点 か ら 拡 張 を 試 み た も の と し て は，

Ｇｅｅｒｔｓ ＆ ＭｃＣａｒｔｈｙ （２０００） が そ の 代 表 と し て

挙 げ る こ と が で き る。 ま た ＵＮ／ＣＥＦＡＣＴ

（２００３） の ＡｐＰｅｎｄｉｘ Ａ に も ＲＥＡ 会 計 モ デ ル を

オ ン ト ロ ジ ー と して 捉 え る 内 容 の 記 述 を 見 つ け

る こ と が で き る。 ま た， オ
ブ ジ ェ ク ト 指 向 モ デ

ルを会計情報システムの領域に応用した萌芽的

な 研 究 と し て は
， Ｍｕｒｔｈｙ ＆ Ｗｉｇｇｉｎｓ

（１９９３）

や 坂 上 （１９９３） を 挙 げ る こ と が で き る。 ま た オ

ブ ジ ェ ク ト 指 向 モ デ ル の 観 点 か ら ＲＥＡ 会 計 モ

デ ル の 拡 張 を 試 み た も の と し て は Ｖｅｒｄａａｓｄｏｎｋ

（２００３） を， ＯＬＡＰ に お け る 多 次 元 モ デ ル に よ

る 拡 張 を 試 み た も の と し て は ０’Ｌｅａｒｙ （１９９９）

等 を 参 照 さ れ た い。

企 業 会 計 ２００７ Ｖｏｌ．５９ Ｎｏ．７ （ヱ０３６）
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（４） 実 は ＸＢＲＬ に お い て もイ ン プッ ト デ ー タ を 扱

う 領 域 が あ る。 ＸＢ ＲＬ ＧＬ （ｇｅｎｅｒａｌｌｅｄｇｅｒ
） で

あ る。 現 時 点 に お け る 議 論 に お い て ＲＥＡ 会 計

モ デ ル と の 接 点 は な い が， ＧＬ デ ー タ の 今 後 の

展 開 に ＲＥＡ 会 計 モ デ ル の 研 究 蓄 積 が 生 か さ れ

る 可 能 悔 が あ る こ と を， こ こ で 予 言
し て お き た

い ｏ

（５） ＸＢＲＬ の タ ク ソ ノ ミ を オ ン ト ロ ジ ー と い う 観

点 か ら 分 析 を 加 え た も の と し て Ｄｅｂｒｅｃｅｎｙ ＆

Ｇｒａｙ （２００４） が あ る。
ま た Ｄｅｂｒｅｃｅｎｙ ｅｔ ・ａ１．

（２００５） に お い て も， ＸＢＲＬ の タ ク ソ ノ ミ を 理

解 す る た め の 基 礎 的 な ス キ ル と し て オ ン ト ロ ジ

ー に 関 す る 知 識 が 挙 げら れ て い る。

（６） ＸＢＲＬ で は そ の 名 称 ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ が 示 す よ う に，

拡 張 可 能 性 に 優 れ て い る 点 が 大 き な 特 徴 と な っ

て い る。 拡 張 の 仕 組 み と， 新 しく 追 加 さ れ る 予

定 の 諸 仕 様 に つ い て は， 坂 上 （２００７） を 参 照 さ

れ た い。
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（ヱ０３７） 企 業 会 計 ２００７ Ｖｏ１．５９ Ｎｏ．７
１２５
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（２００３） σ２Ｖ／ＣＥＦ且 Ｃ：τ．
ルＺｏ４θ劾ｚ９ ルＺ６ 漉ｏ吻 旋）ｇｙ

（σ７レ乙Ｍ） 乙な〃 Ｇ忽 吻， ＵＮ／ＣＥＦＡＣＴ．
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（２００３） ‘‘Ａｎ Ｏ ｂｊｅｃｔ－Ｏｒｉｅｎｔｅｄ
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